
高齢者医療制度に関する
お知らせ

内容に関するお問合せはこちらまで

保険料の年金からの引き落とし金額の例

埼玉県後期高齢者医療広域連合、お住いの市区町村の担当窓口

保険料軽減の見直し
及び 新型コロナウイルス
感染症の影響による
保険料の減免について

年度前半（４月・６月・８月）は前年度の２月と同額となり、後半（10月・
12月・２月）で年間の保険料を調整します。引き落とし額への影響は、
基本的に10月からです。

（注） 口座振替により納付される方については、お住まいの市区町村ごとに納付の回数等が異なります。

（注） 高齢者医療保険料は、令和元年度・令和2年度の埼玉県後期高齢者医療広域連合の保険料より算出。

埼玉県後期高齢者医療広域連合
厚生労働省

令和元年度

年額 6,250 円（月平均 520円）（8.5 割軽減）

7.75 割軽減の対象となる方

4月

1,000
円

6月

1,000
円

8月

1,000
円

10月

1,250
円

12月

1,000
円

2月

1,000
円

令和元年度

年額 8,340 円（月平均 700円）（8割軽減）

7 割軽減の対象となる方

4月

700
円

6月

700
円

8月

700
円

10月

2,240
円

12月

2,000
円

2月

2,000
円

令和 2年度

年額 12,500 円（月平均 1,050 円）（7割軽減）
4月

2,000
円

6月

2,000
円

8月

2,000
円

10月

2,300
円

12月

2,100
円

2月

2,100
円

令和 2年度

年額 9,300 円（月平均 780円）（7.75 割軽減）
4月

1,000
円

6月

1,000
円

8月

1,000
円

10月

2,100
円

12月

2,100
円

2月

2,100
円

令和元年度からの保険料均等割軽減の見直しについて
保険料を年金からの引き落としで納めている皆様へ



大切なお知らせです
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令和元年度からの見直し内容

保険料均等割軽減の対象の方（※）の保険料について

法令上７割軽減の対象となる方の保険料（均等割）については、
これまで特例的に上乗せして軽減を行ってきましたが、
右ページの表のとおり、令和元年度から段階的に見直しを
行っています。

（世帯主及び世帯の被保険者全員の軽減判定所得の合計額が33万円以下の方）
※ 高齢者医療保険料の均等割額が８割軽減または8.5割軽減となっていた方

新型コロナウイルス感染症の影響

② 新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計
　 維持者の収入減少が見込まれる世帯の方で、右ページ
　 の（1）～（3）の全てに該当する方

ご自身が減免の対象になるかについては、 
お住いの市区町村の担当窓口へお問合せください。

世帯の主たる生計維持者について
⑴ 事業収入や給与収入など、収入の種類ごとに見た令和2年の収入
 　のいずれかが、令和元年に比べて10分の３以上減少する見込み
 　であること
⑵ 令和元年の所得の合計額が1,000万円以下であること
⑶ 収入減少が見込まれる種類の所得以外の令和元年の所得の
 　合計額が400万円以下であること

（注）主たる生計維持者の事業等の廃止や失業の場合には、
　    主たる生計維持者の令和元年の所得の合計額にかかわらず、
　    減免対象の保険料額の全部を免除。

給与所得　　なし
年金所得　　10万円（年金収入130万円）
→令和２年度保険料額　   41,700円

所得の合計額（C）
＝182万円

（減免額の合計）108,800円

【保険料が一部減額される具体的な要件】

収入の額から必要経
費、給与所得控除、
公的年金等控除等を
差し引いた額のこと
をいいます。　

夫の保険料について、
　　152,300円  × （102万円/182万円） ×  10分の10   ＝　85,400円

減免額の計算例（75歳以上の夫婦世帯で、主たる生計維持者が夫）
【令和元年の所得】

夫
給与所得 　 102万円（給与収入170万円）
年金所得　　70万円（年金収入190万円）
→令和２年度保険料額　152,300円

妻

夫の給与収入が10分の３以上減少する見込みがある場合は、減免に該当

※主たる生計維持者の令和元年の所得の合計額が
　300万円以下の世帯なので、減免対象の保険料額の
　全部（10分の10）が免除。

保険料の減免措置があります。
により、次の要件を満たす方には、

【保険料の減免の対象となる方】
① 新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者
　 が死亡し、又は重篤な傷病を負った世帯の方

⇒  保険料を全額免除

⇒ 保険料の一部を減額

所得とは？

減免対象の保険料額 （Ａ×Ｂ／Ｃ）
A：75歳以上の方の令和２年度保険料額
B：世帯の主たる生計維持者の減少が見込まれる
　　収入にかかる令和元年の所得の合計額
C：世帯の令和元年の所得の合計額（※）
（※）世帯の主たる生計維持者及び世帯の被保険者全員の合計額

所得の合計額に応じた減免割合（Ｄ）
主たる生計維持者の令和元年における
所得の合計額について、
  300万円以下の場合  ：　全部（10分の10）
  400万円以下の場合  ：　10分の８
  550万円以下の場合  ：　10分の６
  750万円以下の場合  ：　10分の４
 1,000万円以下の場合：　10分の２

（注）保険料額は令和2年度の埼玉県後期高齢者医療広域連合の
　    保険料を基にした一例です。

【保険料の減免額】
保険料の減免額

妻の保険料について、
　  　 41,700円  × （102万円/182万円） ×  10分の10   ＝　23,400円

（A）　　　　　      （B）　　       （C）　　　　　   （Ｄ※）

｝

520円 780円

700円 1,050円
うち、同一世帯内の被保険者全員が
年金収入80万円以下（他の各種所得なし）

（注）月平均額は、令和元年度・令和2年度の埼玉県後期高齢者医療広域連合の保険料より算出。

対象者の所得要件
（世帯主及び世帯の被保険者全員
の軽減判定所得の合計額）

【平成30年度における9割軽減の区分】

【平成30年度における8.5割軽減の区分】

軽減判定所得が33万円以下

均等割の軽減割合

令和3年度令和2年度令和元年度平成30年度本則

7割

7割8.5割

9割
8割 7割

7.75割8.5割
月平均額が
⇒

月平均額が
⇒

 保険料の減免額  は、減免対象の保険料額（Ａ×Ｂ／Ｃ）に、
令和元年の所得の合計額に応じた減免割合（Ｄ）をかけた金額です。


